
本市では、昨年10月に「 ゼロカーボンシティ」 を宣言しました。2050年の脱炭素
社会を目指す中で、「 環境と経済の好循環」 を実現する方向性と取組みを定めるため、

「 北九州市地球温暖化対策実行計画」 の改定を行っているところです。

産業都市の本市にとって、脱炭素エネルギーの確保は重要な課題です。そこで、再

生可能エネルギーの普及に向けた取組みをいち早く開始すべく 、都道府県・ 政令指定

都市では初めて、 2025年度までに全ての公共施設を再エネ100％電力化することと
しました。（ 令和3年2月9日 市長定例会見で発表）
脱炭素社会を目指す先行モデルとして意義のある取組みを本市が進めていること

について、下記の会議で市長が発表し、国内外に向けて発信します。

記

１ 脱炭素都市国際フォーラム（ オンライン開催）  

（ １） 日 時 ：  令和3年3月18日（ 木）  16： 00～20： 00 
（ ２） 主 催 ：  環境省 
   協 力 :   国連気候変動枠組条約（ UNFCCC） 事務局 

I CLEI -持続可能な都市と地域をめざす自治体協議会 
(公財） 地球環境戦略研究機関（ IGES）  

（ ３） 場 所 ：  オンライン（ 市長登壇： 本庁舎 第一応接室）  
（ ４） 内 容 ：   

＜開会セッション＞16： 00～16： 20 ※市長スピーチ４分間
北九州市、環境省、英国、長野県、国連人間居住計画(UN-HABI TAT)（ 予定） 

（ ５） 発言主旨：  本市のゼロカーボンシティを目指した取り組みと、海外の都市 
と連携したアジア地域の脱炭素化について 

※ 「脱炭素都市国際フォーラム HP」 https://www.iges.or.jp/jp/events/20210317

２  国・ 地方脱炭素実現会議 第４回ヒアリング（ オンライン開催）  

（ １） 日 時 ：  令和3年3月19日（ 金）  17： 00～18： 30（ 最大19時まで）  
（ ２） 場 所 ：  本庁舎５Ｆ  プレゼンテーションルーム 
（ ３） 内 容 ：  小泉環境大臣によるヒアリング（ Ｗebによる対談形式）  

※このヒアリングは、国と地方が連携して脱炭素社会を実現する

ための方策を検討するため、本年2月から環境大臣が実施して

いるもので、４回目となる今回は、自治体がヒアリング対象 

（ ４） 参加自治体 ：  北九州市、小田原市、京都市、那須塩原市、松本市、  
宮古島市、大崎町の各首長 

 （ ５） その他 ：  詳細は、参考「 環境省の報道発表資料」 のとおり 

※ 取材の際は、コロナウィルス感染症予防対策として、マスク着用等の「 咳エチケット」
及び「 手洗い」 等の徹底、アルコール消毒等をお願いします。

なお、 17:00からの小泉環境大臣の挨拶後（ 15分間を予定）、 17:15から 17:40の間
のセッションで、北橋市長のプレゼン（ 3分間） が予定されています。

小泉環境大臣等が出席する会議で、2050 年の脱炭素社会を 

目指す本市の取組みを、北橋市長が発表します。 

令和３年３月１７日 
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参考「 環境省の報道発表資料」


